
令和７年度 東京都多摩府中保健所 医療安全支援セン
ター講演会

申込み
不要

視聴方法は、配信期間が近づきましたら、
多摩府中保健所ホームページでご案内いたします。

問い合わせ先 多摩府中保健所 管理課 保健医療担当
042-362-2334 渡部、原田

杏林大学 保健学部 

准教授  角田 ますみ 先生

杏林大学医学部付属病院ＡＣＰ推進チーム
杏林大学医学部 循環器内科学

臨床教授  河野  隆志 先生

講師

対象：管内６市（武蔵野市・三鷹市・府中市・調布市・小金井市・狛江市）在住の方

自分が病気になったり、介護が必要に
なったりしたときに、 「自分はどう生
きたいか」をあらかじめ考え、家族や
大切な人、医療・介護ケアチームと話
し合い、自分の思いを共有することに
ついて考えたことはありますか。 将来
の自分の変化に備えて､あなたの人生観
や生きがいを考え、 医療や介護のこと
について準備しておくことは大切です。 
ＡＣＰは自分が自分らしく生きていく
ため、 人生観・価値観から将来の生活
や医療・介護のことを、 一人ではなく
みんなで考え実践していくことです。

自分が病気になったり、介護が必要に
なったりしたときに、 「自分はどう生
きたいか」をあらかじめ考え、家族や
大切な人、医療・介護ケアチームと繰
り返し話し合い、自分の思いを共有す
ることを、アドバンス・ケア・プラン
ニング（Advance Care Planning）、
 略してＡＣＰといいます。 将来の自分
の変化に備えて､あなたの人生観や生き
がいを考え、 医療や介護のことについ
て準備しておくことは大切です。 
ＡＣＰは自分が自分らしく生きていく
ため、 人生観・価値観から将来の生活
や医療・介護のことを、 一人ではなく
みんなで考え実践していくことです。

自分が病気になったり、介護が必要になったりしたときに、 「自分は
どう生きたいか」をあらかじめ考え、家族や大切な人、医療・介護ケア
チームと繰り返し話し合い、自分の思いを共有することを、ＡＣＰ
（Advance Care Planning）といいます。 ＡＣＰは自分が自分らしく生
きていくため、 人生観・価値観から将来の生活や医療・介護のことを、 
一人ではなくみんなで考え実践していくことです。

令和８年３月１０日（火曜日）午後１時から

令和８年３月２３日（月曜日）午後１時まで

配信
期間 オンデマンド配信

将来あなた自身が病気になったり介護が必要になったりしたときに備え、
これまでに大切にしてきたことや、これから誰とどのように過ごしたいか、
希望する医療や介護のことなどについて、家族や大切な人、医療・介護関係
者とともにあらかじめ考え、話し合うプロセスのことをＡＣＰ（Advance 
Care Planning）と言います。
本講演会では、ＡＣＰについて分かりやすくお伝えします。皆様のご参加

を心よりお待ちしております。

資料３－２

T0533569
長方形
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